
集中倉庫でのスピードピッキング 

RFIDを利用することにより、 
物流センターでのピッキング作業を 
より効率的に、正確にするご提案 

2009年には31億個であった宅配便取扱数が
2014年には36億個になるなど物流量は急激に
伸びている。 
 
また、ネットショッピングなどで個人の配送が増える
ことで荷物が小口化。物流センターでのピッキング
作業がより複雑になるため、より効率の良い、より
正確なピッキング方法が必要になる。 

Bluetooth®でタブレットやスマート
フォンなどと連携が可能。 

独自の省電力設計で12時間動作
を実現。丸1日使える。 

RFタグの向きに左右されない360°
の安定読み取り 

UHF帯RFタグリーダライタ 
UR30 

詳しくはこちら 

製品情報 

コンセプト展示 

【UR30の特長】 


